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要 旨

本稿 は、448施 設の医療施設お よび220施 設の福祉 施設の平面計画 を分析 することによ

り、屋 内避難階段の一時待機場所の検討、お よび平面計画上の問題点 を見 出 し、設計基

準 を得 ることを 目的 としている。結果 を以下 に示す。

1)屋 内避難階段 は、医療 ・福祉施設共にほぼ同 じ寸法で計画 されてお り、1×1ス

パ ンに納 まるように計画 されている。

2)屋 内避難階段 の有効幅員の軌跡 と、防火戸の開閉軌跡が、一時待機 スペースに重な

らない ように、防火戸の位置、踊場の有効奥行 き寸法、屋内避難階段 の幅員 を決める

必要がある。

キ ー ワー ド 医療施 設 、福 祉 施設 、 防災 計画 、避 難 計 画、バ ル コニー一

1.は じめ に

福祉 のまちづ くり条例やハー トビル法の施行によ り、身体障害者や高齢者が建物 を利

用 しやすい環境が少 しずつ整備 されつつある。 しか し、建物内で火災が発生 した場合、

これ らの人々をどのように安全 に避難 させ るか とい う具体 的な対策は まだ十分考え られ

ていないのが実態 であ る。特 に火災時の重要な避難ルー トである避難階段 については、

すでにイギ リスのBritishStandard5588Part8(1988年)、 アメリカ合衆国のAmericans

withDisabilitiesAct(以 下ADA)(1991年)な どのように、海外では障害者の非常時の

安全性 の確保 を目的 とした規定が存在 している。 日本で も、2006年12月20日 には、バ リ

アフリー新法が新 たに施工 され、災害時の高齢者 ・身体障害者のための避難 ・誘導等の

ガイ ドラインが設 け られたが強制力 はない。
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本研究 は、入院患者、高齢者、身体障害者等の 自力避難が困難 な人が長期 に滞在する

可能性がある医療 ・福祉施設の.,;階 段 を、主 として平面寸法の点か ら分析 し、避難階

段 内に一時待機場所 を設置する可能性 を検討することを目的としている。

2.研 究方 法

(1)保健 ・医療 ・福祉 施設建築情報 シー ト集(社 団法人 日本医療福祉建築教会編集 ・発

行文1)～8>から448施 設 の医療施設 と、220施 設の福祉施設(老 人保健施設114施 設、特別養

護老人ホーム89施 設、ケアハ ウス17施 設)を 抜粋 し、それ らの記載データおよび平面図

か ら、以下のデー タを読み取った。

①延べ面積(m2)、 ②階高(m)、 ③階数、④避難階段 の設置数、⑤屋 内避難階段の奥行

き寸法Ds(m)、 ⑥屋 内避難階段の幅員寸法Ws(m)、 ⑦1×1ス パ ンの長辺方 向の寸

法Ll(m)、 ⑧1×1ス パ ンの短辺方向の寸法L2(m)、 ⑨屋内避難階段の踊場の有効奥

行 き寸法ds(m)の9項 目(⑤ ～⑨ について図1、 図2参 照)に つ いて測定 を行 った。
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図3一 時待機場所に必要な設備
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3.分 析 方法

ここで は、 上記(1)の デ ー タを用 い、屋 内避 難 階段 の分析 を行 った。屋 内避難 階段 の分

析 につ い て は、ADAAccesibleGuidelines(以 下ADA.AG)文9)に 示 されて い る屋 内避 難

階段 の 寸法 及 び配 置 の実 態 を比較 ・分 析 した。

ADA.AGで は、 避 難 階段 を使 え ない 人 の ため に、 助 けが 来 る まで の 問安 全 に待 機 す

る こ との で きる一 時待 機場 所 をその避 難 階段 室 内又 は近 くに用 意す るこ とが求 め られ て

お り、 以 下 の 四つ が 規 定 されて い る文10)0① 避 難 階段 の す ぐ近 くで、 防火 区 画 され て い

なけれ ば な らな い、② 少 な くと も避難 階段 を妨 害 しな い形 で、 車 いす が2台 留 まれ る広

さで なけ れ ばな らな い、③ 双 方 向通信 シス テム を備 え、 そ こに至 る まで の方 向指示 が 的

確 で なけ れ ばな らな い、④ ア クセ シブ ル な経 路 上 でな けれ ば な らない(図3)。

また、ADA.AGで は、 一 時待 機 場 所 と して 計7タ イ プが示 され て い る。 図2の タイ

プはそ の 一例 で あ り、 車 い すが2台 待 機(48inch×60inch:約122cm× 約153cm)で き

る ように なって お り、 階段 の各 寸 法 は、 階段 室 の奥 行 き寸法(Ds)が248inch(約6.3m)、

階段 室 の幅 員寸 法(Ws)が116inch(約3.Om)、 踊場 の奥行 き寸法 が96inch(約2.5m)

と規 定 されて い る。

4.分 析結 果

4.1屋 内避難階段の奥行き寸法(Ds)と 幅員寸法(Ws)

図4・ 図5は 、今回分析対象 とした医療施設448事 例の屋内避難階段(総 数870)の 屋

内避難階段 と、福祉施設220事 例 の屋 内避難階段(総 数308)に ついて、図1に 示す屋 内

避難階段 の奥行 き寸法(Ds)と 屋 内避難階段の幅員寸法(Ws)の 寸法別 にみた割合 を

示 した ものである。
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4.1.1屋 内避難 階段 の奥行 き寸 法(Ds)

医療 施 設 のDsの 最 大寸 法 は10.Om、 最小 寸 法 は5.Om、 平均 値 は6.Omで あ る。 また、

寸 法別 にみ る と、5.75mを 超 え6.Om以 下 の ものが870事 例 中396事 例(45.5%)と 最 も多

く、次 に多 いの が6.5mを 超 える もの で870事 例 中152事 例(17.5%)で あ った。

福祉 施 設 のDsは 最 大値 は、8.4m、 最 小値 は4.8m、 平均 値 は6.Omで あ る。 寸 法別 にみ

る と5.75mを 超 え6.Om以 下 の もの が308事 例 中160事 例(51.9%)と 最 も多 く、 次 に多 い

のが 、5.5m以 下 の もの で308事 例 中52事 例(16.9%)と なって い る(図4)。

4.1.2屋 内避難 階 段 の幅 員寸 法(Ws)

医療 施 設 のWsの 最 大 値 は5.Om、 最 小 値 は2.6m、 平 均値 は3.2mで あ る。 また、 寸法

別 にみ る と3.Om以 下 の ものが870事 例 中493事 例(56.7%)と 最 も多 く、 次 に多 い もの

が3.Omを 超 え3.25m以 下 の ものが870事 例 中169事 例(19.4%)で あ り、屋 内避 難 階段 の

幅 員寸 法 が3.5m以 下 の ものが753事 例(86.6%)を 占 め る。

福祉 施設 のWsの 最 大 値 は4.5m、 最 小 値 は2.7m、 平 均 値 は3.3mで あ る。 また 、寸 法

別 にみ る と、3.Om以 下 の ものが308事 例 中115事 例(37.3%)と 最 も多 く、 次 に多 いの

が3.Omを 超 え3.25m以 下 の もので 、89事 例(28.9%)で あ る。屋 内避 難階段 の幅 員寸 法

が3.5m以 下 の もの が、265事 例(86.0%)を 占 め る。(図5)。

4.1.3屋 内避難 階段 の奥 行 き寸 法(Ds)と 幅 員寸 法(Ws)の 比較

屋 内避 難 階段 の奥 行 き寸 法(Ds)の 平均 値 は、 医療 ・福 祉 施 設 ともに約6.Omで あ る。

幅 員寸 法(Ws)は 、 医療 施設 の平 均 値 が3.2m、 福祉 施 設が3.3mと な ってお り、 これ も

と もに ほぼ 同 じ値 で あ る。 また屋 内避 難 階段 の奥 行 き寸 法(Ds)の 分 布 に つ い て も、

6.Om以 下 で 計画 されて い る事 例 の割合 は医療 施 設 で全体 の70.9%、 福 祉施 設 で は67.9%

であ る。

幅員 寸法(Ws)の 分布 は、3.5m以 下 で計画 されて い る事例 の割 合 は医療施 設 が86.6%、

福 祉施 設 が86.0%で あ る。 この よ うに、 医療 施設 、福 祉 施設 ともに屋 内避 難 階段 の平 面

寸 法 に明確 な差 が ない。

4.21×1ス パ ンの長 辺方 向 の寸 法(L1)・ 短 辺 方 向の 寸法(L2)

図6・ 図7は 、医療 施 設448事 例 の屋 内 避難 階段 と福 祉 施設220事 例 の屋 内避 難 階段 に

つ い て、 図1のLlとL2の 寸 法 別 にみ た割合 を示 した もので あ る。

4.2.11×1ス パ ンの長 辺方 向 の寸 法(L1)

医療 施 設 のLlの 最 大 値 は16.3m、 最 小 値 は4.Om、 平 均 値 は7.4mで あ る。 ま た、寸 法

別 にみ る と、6.Om以 下 の もの が870事 例 中328事 例(37。7%)と 最 も多 くな って い る。

福祉 施 設 のL1の 最 大 値 は15.3m、 最 小 値 は4.Om、 平 均 値 は7.lmで あ る。 また 寸法 別

にみ る と、6.Om以 下 の ものが308事 例 中115事 例(37.3%)と 最 も多 く、 次 に多 い のが

6.Omを 超 え6.5m以 下 の56事 例(18.2%)と な って い る(図6)。
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4.2.21×1ス パ ンの短 辺 方 向 の寸法(L2)

医療 施 設 のL2の 最 大 値 は12.5m、 最小 値 は、3.Om、 平 均値 は5.7mで あ る。 また、 寸

法 別 にみ る と5.5mを 超 え6.Om以 下 の ものが870事 例 中410事 例(47.1%)と 最 も多 く、

6.Om以 下 の もの は、692事 例(79.5%)を 占め る。

福 祉 施設 のL2の 最 大 値 は12.Om、 最小 値 は3.Om、 平均 値 は5.6mで あ る。 また、 寸 法

別 にみ る と5.5mを 超 え6,0m以 下 の ものが308事 例 中139事 例(45.1%)と なっ てお り、

6,0m以 下 の ものが244事 例(79.2%)を 占め る(図7)。

4.2.31×1ス パ ンの長 辺方 向 の(L1)・ 短 辺方 向(L2)の 比較

L1及 びL2の 分布 は、 医療 施 設 、福 祉 施 設 と もに6.Om以 下 の寸 法 で 計画 され て い る事

例 が 多 い。 また、LIの 平 均 値 は 医療 施 設が7.4m、 福 祉 施 設が7.lm、L2の 平 均値 は医療

施設 が5.7m、 福祉 施 設 が5.6mと な ってお り、Ll、L2と も両 者 に差 がみ られ ない(図6、

図7)。

4.3屋 内避難 階段 の踊場 の奥 行 き寸法(ds)

医療 施 設 のdsの 最 大値 が3.5m、 最小 値 が1.2m、 平 均値 が1.5mと な って い る。 ま た、

寸法 別 にみ る と、1,5m以 下 の もの が523事 例 で全体 の60.1%を 占め る。 一方 、dsが2.3m

を超 え る もの は31事 例(3.6%)で あ る。福 祉 施 設 のdsは 最 大値 が3.Om、 最 小 値 が1.2m、

平均値 が1.6mと なっ てい る。 また、寸 法 別 にみ る と、1.5m以 下 の ものが171事 例 で全 体

の55.5%を 占め る。 一一方、dsが2.3mを 超 える もの は5事 例(1.6%)の みで あ る(図8)。
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4.4踊 場の有効幅員の軌跡 と防火戸の開閉軌跡の交差状況

図9は 、踊場の有効幅員の軌跡 と防火戸の開閉軌跡が交差する場合 と交差 しない場合

を示 した ものである。踊場の有効幅員の軌跡内は屋 内避難階段 の避難容量 を低下 させな

いために必要 なスペースであ り、 この領域 と防火戸 の開閉軌跡が重なる場合、避難の障

害 となる可能性がある。 また、二つの軌跡の交差する範囲を小 さくしようとするほど、

踊場の有効奥行 き寸法(ds)を 大 きくしなければな らない。

ここでは、図9に 基づ き、調査対象階段の踊場 の有効幅員の軌跡 と防火戸の開閉軌跡

の交差状況を調べた。 この二つの軌跡が交差するものは、医療施設では、870事 例 中807

事例(92.8%)、 交差 しないものは63事 例(7.2%)で あ る。 また、福祉施設では、二つ

の軌跡が交差す るものは308事 例中292事 例(94.8%)、 交差 しない ものは16事 例(5.2%)

で、医療 ・福祉施設 とも二つ の軌跡が交差する事例が90%を 超 えている。

図9踊 場の有効幅員の軌跡 と防火戸の開閉軌跡の交差状況

4.5屋 内避難階段の配置 タイプ

4.5.1屋 内避難階段の配置タイプの種類

屋 内避難階段 の奥行 き寸法(Ds)に 基づ き、屋 内避難階段 の配置 タイプを、 タイプ

A:1×1ス パ ンの短辺方向L2の 影響 を受けるもの(Ll≧L2=Ds)、 タイプB:1×1ス

パ ンの長辺方向寸法Llの 影響 を受 ける もの(L1=Ds)、 タイプC:1×1ス パ ンの寸法L1、

L2の いずれの影響 も直接受けないもの(Ds>L2)の 四つ に大別 し(図10)、 さらに屋 内

避難階段の奥行 き寸法(Ds)が 病室の奥行 き寸法(Dr)の 影響 を受けるもの をタイプ1、

(Ds)が 病室 の間口寸法(Wr)の 影響 を受けるものをタイプ2、(Ds)が 病室の間口寸

法(Wr)と 奥行 き寸法(Ds)の 影響 を直接受 けない ものを タイプ3と して分類 した

(図ll)。

4.5.2屋 内避難階段 の配置 タイプ別の割合

屋内避難階段 の配置 タイプ別の割合は、 医療施設で タイプAに あてはまる ものが870
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事 例 中404事 例(46.4%)で 最 も多 く、 次 い で タイ プCが221事 例(25.4%)、 タ イプB

が216事 例(24.8%)と な り、 タイプDが29事 例(3.3%)と 最 も少 ない。 一方 、福 祉 施

設 で は、 タイ プAが308事 例 中142事 例(46.1%)で 最 も多 く、 次 いで 、 タイプBが89事

例(28.9%)、 タイ プCの61事 例(19.8%)の 順 とな り、 タイ プDが16事 例(5.2%)と

最 も少 ない(図12)。

次 に、 医療 施 設 ・福 祉 施 設 の屋 内避 難 階段 の配 置 タイプ別 にみ た分 布 をみ る(図13)。

医療 ・福 祉 施設 の屋 内避 難 階段 の タイ プ1～ タイ プ3の 割合 は、 医療 施 設 で タイ プ1に

あ て は まる ものは870事 例 中361事 例(41.5%)で 最 も多 く、 次 い で タイプ3が266事 例

(30.6%)、 タイプ2が243事 例(27.9%)の 順 となっ た。 また、 タ イプ1～ タイ プ3別

にみ る と、 タイプ1に あて は まる もの は タイプAが 最 も多 く、361事 例 中176事 例(48.8%)

で あ る。 また 、 タ イプ2も 同様 に タイ プAが243事 例 中145事 例(59.7%)で 最 も多 く、

タイ プ3に あて は まる もの は、 タイ プ Cが 最 も多 く、266事 例 中75事 例(28.2%)で あっ

た。

一方
、福 祉 施設 で は、 タイ プ1に あ て は まる もの は308事 例 中130事 例(42.2%)で 最

も多 く、次 い で タイ プ3が96事 例(31.2%)、 タイ プ2が82事 例(26。6%)の 順 とな った。

また タイ プ1～ タイ プ3別 にみ る と、 タイプ1に あ て は まる もの は タイ プAが 最 も多 く、

130事 例 中68事 例(52.3%)で あ る。 また、 タイ プ2も 同様 に タイ プAが82事 例 中51事

例(62.2%)で 最 も多 く、 また タイ プ3に あて は ま る もの は、 タイプBが 最 も多 く96事

例 中33事 例(34.4%)で あ った。

柱
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Ws(タ イプA)
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越短

(タイ プB)

短[蟹
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;;嗣 胱
し1:長 辺 方向 の スパ ン

Ds:屋 内避 難階 段 の奥 行 き寸 法

L2:短 辺 方向 の スパ ン

Ws:屋 内避 難 階段 の幅 員 寸法

(L,?L2)

匿嚢璽翻:屋 内避難階段
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Wrl病 室 の間 口寸法
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睡 璽 ・屋内避難 段
(1≠ し1≠ む2)

図10屋 内避難階段の配置タイプ 図 料 屋内避難階段奥行き寸法 ①s)と 病室の間口(Wr)・

奥行き寸法(Dr)の 関係か らのタイプ分類
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図13医 療 ・福祉施設の屋内避難階段

の配置タイプ別にみた分布

5.考 察

調査対象階段(医 療施設870、 福祉施設308)の うちADA.AGか ら決 まる各寸法 と踊場

の有効奥行 き寸法の要件 を満た してい ない事例 は、Dsを 満た していない事例 は、医療

施設が870事 例中643事 例(73.9%)、 福祉施設が308事 例中229事 例(74.4%)で あ り、Ws

を満た していない事例は、医療施設が870施 設中64事 例(7.4%)、 福祉施設が308事 例中

10事 例(3.2%)、dsを 満 た していない事例 は医療施設が870事 例中861事 例(98 .9%)、

福祉施設が308事 例中300事 例(97.4%)で ある。 また、三つすべ ての寸法 を満た してな

い事例 は、医療施設で870事 例中863事 例(99 .2%)、 福祉施設で308事 例中307事 例(99.7%)

であ り、現状ではほとん どの屋内避難階段で車いすの一時待機場所に必要な面積が とれ

ていない。 しか し、 中にはADA.AGに よる一時待機場所の寸法要求 を満 た している も

のが、医療施設で7事 例(0.8%)、 福祉施設で1事 例(0 .3%)の 計8事 例が見出 され

た(図14)。 そのタイプ別内訳は、 タイプDが6事 例、 タイプBが1事 例、 タイプCが1

事例である。 これらは、①1×1ス パ ンの長辺方向の寸法Llに 納 まるように屋 内避難階

段 を配置 している(タ イプB)、 ②屋 内避難階段の奥行 き寸法 を1×1ス パ ンの寸法に

とらわれず に屋内避難階段 を配置 してい る(タ イプC・ タイプD)の いずれかである。

(2)屋 内避難階段 に一時待機場所 をとめるための設計上の工夫

車いすの一時待機場所 を屋 内避難階段 の踊場部分に とろ うとす ると、以下の項 目を十

分 に検討する必要がある。

屋内避難階段 の奥行 き寸法(Ds)を1×1ス パ ンの寸法 に とらわれず、踊場の有効

奥行 き寸法(ds)を 大 きくとれる寸法 を確保する。

① タイプBのL2が 、病室の奥行 き寸法(Dr)の 場合 は、屋内避難階段 の配置す る向きを

タイプBの ようにとることでDsがDrの 影響を受けな くなる。
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②屋内避難階段 の配置 タイプがCの 屋内避難階段 の奥行 き寸法(Ds)の 平均値は、L1の

平均値 よ り2.5～2.6m短 い。 よってDsがL1に 納 まるように避難階段 を配置すれば、ds

を大 きくとれる可能性が ある。

③dsを 屋 内避難階段 の有効幅員の軌跡 と防火戸の開閉軌跡が重 ならないように、防火戸

の取 り付 け位置、踊場 の寸法、階段の幅員 を慎重 に決定す る。

6.ま と め

[1]ADA.AGか ら決 まる各寸法 と踊場の有効奥行 き寸法の要件 を満た していない も

のは、医療施設で870事 例 中863事 例(99.2%)、 福祉 施設が308事 例中307事 例(99.7%)

で、ほ とん どが車いすの一時待機場所の平面寸法の必要条件 を満た していない。

[2]医 療 ・福祉施設の屋 内避難階段 の奥行 き寸法(Ds)を 、1×1ス パ ンLl、L2お よ

び病室 の間口(Wr)・ 奥行 き寸法(Dr)に 合わせ たと思 われる事例が医療 ・福祉施設 と

もに約70%を 占める。

[3]踊 場の有効奥行 き寸法にゆ とりをもたせ るためには、屋 内避難階段 の奥行 き寸法

(Ds)を 、1×1ス パ ンのLl、L2お よび病室の間口寸法(Wr)や 奥行 き寸法(Dr)の 影

響 を受けない ように配置す る必要がある。

[4]屋 内避難階段室内に一時待機場所 を設 ける と、階段幅員の増加 とともに階段室面

積が増加 し、各階の全階段の増加分に よる延べ面積の増加分 はかな り大 きくなる。

今後 は上述の誘導 ・緩和措置の具体的提案を行 う予定である。
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